


































































































































授 業 過 程
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問い かけ 問　　 い １ ６ ８ ２
指　　 示 行　　 為 １
活　　 動 １ ２
教材提 示 実　　 物 １ １








能 動 的 試　　 食 １
表　　 現 ３
調　　 査 ７
討　　 議 １ 10 １ ２





問い かけ 問　　 い １ 10 ２ １
指　　 示 行　　 為 １
活　　 動 ２





受 容 的 回　　 答 １ ２
行　　 為 １
能 動 的 調　　 査 ６
討　　 議 21 ２ １





問いか け 問　　 い １ 13 25 ｎ ２ １
指　　 示 行　　 為 １ ７ ６ ５ １
活　　 動 １ ２ ３
教材提示 実　　 物 １ ４ ２ ２ １
視 聴 覚 １ ５ ７
図　　 式 ６ 10 ９ １
統　　 計 ６ ８ ５ ２
文　　 書 ２ ４
学 習
活 動
受 容 的 回　　 答 ３ 15 21 ２ ２
行　　 為 ７ ６ ５ １
資料 解釈 15 24 ３
比　　 較 ２ ３ ３ １
能 動 的 操　　 作 １




調　　 査 １ 12 １
討　　 議 ３ ６ 24





問い かけ 問　　 い １ ３ １
指　　 示 行　　 為 ３ ２
教材提 示 図　　 式 ４








能 動 的 表　　 現 １
討　　 議 ３ ２




対 し ， 問 答 的 に 応
答 する活 動。
② 「 行 為 」･･ 教 師 の
行 為 指 示 に 対 応 し
た活 動 。
③ 「 資 料 解 釈 」･･ 提
示 され た資 料 を 読 み
取 る活 動。
④ 「 比 較 」 ‥ 事 物 や
事 象 を 比 較 す る 活
動 。
（2）「‾能 動 的 学 習 活 動 」
‥ ‥ 主 体 的 で 外 的 な
学 習 活 動。
① 匚試 食 」 ‥ 食 べ る
活 動 。
② 匚操 作 」 ‥ 提 示 さ
れ た教 材を使 用 する，
動 か すなど の活 動 。
③ 厂作 成 」 ‥ 図 表 や
グラフを 作 成 す る 活
動。
④ 匚表 現 」･･ 自 分 の
考 え を 文 書 や 絵 及
び動 作 で 表 す 活 動 。
⑤ 「 鑑 賞 」･･ 表 現 さ
れた ものを 見 る， 聞
くとい う活 動 。
⑥ 「 観 察 」･･ 具 体 的
事 象 や 事 物 を 直 接
探 索 す る活 動 。
⑦ 匚調 査 」･･ 文 献 や
現 地 な どで調 べ る活
動 。
⑧ 厂討 議 」 ‥ 意 見 交
換 や 意 見 の 吟 味 ，


















































































































































































































































































































習活動 は，厂討議」「表現」 である。 特に，導入部の
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本研究で
，考察している事例は，ごく一部の発問を
対象としたにすぎない
。したがって，より多くの発問
を考察しながら
，発問の性格と教授・学習活動及び授
業過程の関連を明らかにしていくこと
。加えて，発問
類型の枠組み
，及び発問の意義づけは一つの仮説となっ
ていることから
，今後の授業実践及び研究活動によっ
て，批判的に吟味，修正をしていくことがあげられる。
＜注＞
１）落合幸子『発展発問の効果に関する教育心理学的
研究』風間書房1986年p.10.岸田元美「発問分析・
構成研究の総括と研究課題」『授業研究』明治図書
Nal84 1986年
６月p.80.
2）安井俊夫「発問研究は教材研究
」『社会科教育』
明治図書Na.264 1984年 2月p.88.藤岡信勝「教材
づくりの発想
」日本書籍1991年pp.145-147.
3）発問と指示を組み合わせた研究として
，つぎの研
究があげられる
。岩下修「授業を成功に導く発問の
条件
」『社会科教育』明治図書Nol286 1986年７月
pp.50-59.藤岡信勝「授業づくりの発想」日本書籍
1989年p.137.
発問と教材を組み合わせた研究では
，有効である
と判断される発問を手がかりとして
，追試により吟
味していく発問研究と優れたと判断される授業実践
を手がかりとして
，その発問の有効性を意義づける
発問研究に分けることができる。
前者の研究では
，教育技術の法則化運動における
次のような社会科の発問研究があげられる
。有田和
正『社会科発問の定石化』明治図書1988年西尾
－
『社会科発問づくりの上達法』明治図書1989年
後者の研究では
，次の研究があげられる。森分孝
治「社会科における発問づくり
」「学校教育」学校教
育研究会Nft748 1979年pp. 6-11.谷本美彦「“発見
的推論”から“合理的推論”への発展過程に即した
的確な指示」『社会科教育』明治図書Na264 1984年
7月pp.65―71.二杉孝司厂『場面設定』と問い返し」
同上誌pp.72- 78.
4）「発問の精選と構造化をどう進めるか
」『社会科教
育』明治図書Na.142 1976年２月「教材分析を発問
にどう具体化するか
」同上誌Na.217 1981年６月
「どんな発問が子供を動かすか
」同上誌Na264 1984
年12月「『発問の言葉』をどう吟味するか
」同上誌
Na286 1986年７月「子どもが熱中するする発問
」
全単元情報」同上誌Ncl349 1991年４月「‾『資料を読
みとる力』どんな発問で育つか
」同上誌Na370
1992年11月「新学力で『体験・資料・発問』どう見直すか」同上誌Na374 1993年３月
５）中村哲「今の社会科授業，何か問題か」『社会科
教育』明治図書Nol379 1993年7月pp.118-123.
6）教授活動については主に次の文献を参考にした
。
吉本均編「教授学の重要用語300の基礎知識」明
治図書1981年p.191.藤岡信勝『授業づくりの発
想』日本書籍1989年p.38. pp.108-159.大森照夫
他「社会科教育指導用語辞典」教育出版1986年
p.39.
7）学習活動については主に次の文献を参考にした
。
朝倉隆太郎編『新社会科指導法辞典』明治図書
1979年pp.425-521.永井滋郎・平田嘉一『社会科重
要用語300の基礎知識』明治図書1981年pp.251-
280.大森照夫他編前掲書pp.250-308.
8）授業過程については主に次の文献を参考にした
。
日本社会科教育学会編『初等社会科教育学概論』
鳳文社1978年pp.40-48.広岡亮蔵編『授業研究大
辞典』明治図書1975年pp.257-260.朝倉隆太郎編『新社会科指導法辞典』明治図書1979年pp.366-
372.
9）『社会科教育』明治図書No. 349 1991年４月
p.101.
10）同上誌p.28.11）二杉孝司前掲誌ｐ.76.
12）安井俊夫『歴史の授業108時間』地暦社1990年ｐ.177.
13）前掲誌Ncl349 1991年４月p.64.
14）同上誌Na286 1986年７月p.59.
15）同上誌Nq.349 1991年４月p.18.
16）同上誌p.32.
17）同上誌Nol286 1986年７月p.94.
18）同上誌Na349 1991年４月p.68.
19）藤岡信勝「何が追試されるかを明確に
」『現代教
育科学』明治図書Nol346 1985年４月pp. 17-20.
20）寺尾慎一「発問の役割とはたらき」吉本均編「教
材解釈と発問づくり
」明治図書1989年p.40.
21）『社会科教育』明治図書Na349 1991年４月p.59.
22）藤岡信勝「どうすればよい発問ができるか」『現
代社会』学事出版第4巻第6号1984年12月pp.8-9.
23）『社会科教育』明治図書Na349 1991年４月P-59、
2）同上誌ｐ.57.
25）同上誌No.217 1981年６月p.59.
26）同上誌Nal42 197S年２月p.13.
27）同上誌Na264 1984年12月p.45.
28）その他の発問事例の活用方法とその意義づけの詳
細は
，拙稿『小学校社会科における発問の性格とそ
の活用』兵庫教育大学大学院学校教育研究科修士論文1993年12月を参照されたい。
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